
点眼薬シリーズ 

 
 
 

緑内障の方では、眼圧コントロールのために２種類以上の点眼薬を処方されることが

よくあります。同じ目に続けて２種類以上の点眼薬を使う場合、時間を空けずに続けて

点眼すると、先に点眼した薬が後の薬で洗い流されることがあります。 
５分以上、間隔をあけて点眼するようにしましょう。また、点眼薬はそれぞれ点眼数 

などが決まっていますので、主治医や薬剤師さんの指示通り、自分の生活リズムの中で

正しい点眼法を習慣づけるようにしましょう。 

 

 

 

副作用は常に起こるとは限りませんが、人によっては次のような症状が現れることが

あります。このような症状が出た場合はすぐに主治医に相談してください。 
 

 

 

 

 

 

 

ここには、これまでに知られている副作用症状のうち、特に注意が必要なものを挙げ

ています。この他にも変だと感じることがあったら、主治医にご相談ください。 

２種類以上、点眼する場合 

点眼後にいつもと違う異常を感じた時 

 

視力の異常 
●目の前がもやもやして、ものが見えにくい 
●まぶしい 

 
刺激感 
●目の中がゴロゴロする（異物感） 
●涙が出て止まらない 
●点眼した後、強くしみる感じが続いたり、いつまでも痛い 

 


